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厚
生
労
働
省
が
三
月
三
一
日
に
発
表
し
た

平
成
二
五
年
度
「
能
力
開
発
基
本
調
査
」
に

よ
る
と
、
企
業
が
労
働
者
一
人
当
た
り
の
教

育
訓
練
費
と
し
て
Ｏ
Ｆ
Ｆ
―
Ｊ
Ｔ
や
自
己
啓

発
支
援
に
支
出
す
る
費
用
は
今
後
上
昇
す
る

見
込
み
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

調
査
は
、
国
内
の
企
業
・
事
業
所
と
労
働

者
の
能
力
開
発
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
に
二
○
○
一
年
度
か
ら
毎
年
実
施
。

企
業
の
能
力
開
発
の
方
針
を
聞
く
「
企
業
調

査
」、
事
業
所
の
教
育
訓
練
の
実
施
状
況
を

み
る
「
事
業
所
調
査
」、
労
働
者
の
教
育
訓

練
の
実
施
状
況
を
調
べ
る
「
個
人
調
査
」
で

構
成
さ
れ
る
。
昨
年
一
○
月
一
日
の
取
り
組

み
状
況
に
つ
い
て
、
三
六
八
四
企
業
、
五
○

四
八
事
業
所
、
一
万
二
二
六
人
の
回
答
を
と

り
ま
と
め
た
。

企
業
調
査

　

企
業
が
重
視
す
る
教
育
訓
練
を
み
る
と
、

正
社
員
で
は
、「
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
重
視
」（
二
○
・

七
％
）、「
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
重
視
す
る
に
近
い
」（
五

二
・
八
％
）
を
あ
わ
せ
た
「
Ｏ
Ｊ
Ｔ
重
視
」

の
考
え
方
は
七
三
・
五
％
（
前
回
、
七
四
・

九
％
）
と
な
る
。
一
方
、「
Ｏ
Ｆ
Ｆ
―
Ｊ
Ｔ
を

重
視
す
る
に
近
い
」（
一
九
・
三
％
）、「
Ｏ
Ｆ

Ｆ
―
Ｊ
Ｔ
を
重
視
」（
五
・
八
％
）
を
あ
わ
せ

た
「
Ｏ
Ｆ
Ｆ
―
Ｊ
Ｔ
重
視
」
の
考
え
方
は
二

五
・
一
％
（
前
回
、
二
三
・
三
％
）
と
な
る
。

　

正
社
員
以
外
で
み
て
も
、「
Ｏ
Ｊ
Ｔ
重
視
」

の
考
え
方
は
七
七
・
二
％
（
前
回
、
七
六
・

四
％
）、「
Ｏ
Ｆ
Ｆ
―
Ｊ
Ｔ
重
視
」
の
考
え
方

は
一
九
・
六
％
（
前
回
、
一
九
・
五
％
）
と

な
り
、
企
業
が
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
重
視
し
て
い
る
様

子
が
み
て
と
れ
る
。

能
力
開
発
の
責
任
主
体
は
企
業
に

　

企
業
の
能
力
開
発
の
考
え
方
を
み
る
と
、

能
力
開
発
の
責
任
主
体
は
、
正
社
員
で
は
、

「
企
業
主
体
で
決
定
」（
二
三
・
三
％
）、「
企

業
主
体
で
決
定
に
近
い
」（
五
一
・
七
％
）
を

あ
わ
せ
た「
企
業
主
体
」の
考
え
方
が
七
五
・

○
％
（
前
回
、
七
五
・
三
％
）
を
占
め
、
四

社
に
三
社
は
「
企
業
主
体
」
と
考
え
て
い
る

よ
う
だ
。
一
方
、「
労
働
者
個
人
主
体
で
決
定

に
近
い
」（
二
○
・
三
％
）、「
労
働
者
個
人
で

決
定
す
る
」（
四
・
○
％
）
を
あ
わ
せ
た
「
労

働
者
個
人
主
体
」
の
考
え
方
は
二
四
・
三
％

（
前
回
、
二
三
・
七
％
）
と
な
り
、
四
社
に

一
社
は
「
労
働
者
個
人
主
体
」
と
み
て
い
る

よ
う
だ
。

　

正
社
員
以
外
で
み
て
も
、「
企
業
主
体
」
の

考
え
方
は
六
一
・
二
％
（
前
回
、六
三
・
三
％
）。

一
方
、「
労
働
者
個
人
主
体
」
の
考
え
方
は
三

六
・
四
％
（
前
回
、
三
三
・
一
％
）
と
な
り
、

企
業
主
体
の
能
力
開
発
が
半
数
以
上
を
占
め

る
。

「
選
抜
重
視
」
よ
り
「
全
体
重
視
」
で

　

重
視
す
る
教
育
訓
練
対
象
者
の
範
囲
を
み

る
と
、
正
社
員
で
は
、「
労
働
者
全
体
を
重

視
」（
一
九
・
八
％
）、「
労
働
者
全
体
を
重
視

す
る
に
近
い
」（
三
八
・
二
％
）
を
あ
わ
せ
た

「
全
体
重
視
」
の
考
え
方
は
五
八
・
○
％
（
前

回
、
五
七
・
〇
％
）
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
対

し
、「
選
抜
し
た
労
働
者
を
重
視
す
る
に
近

い
」（
三
四
・
二
％
）、「
選
抜
し
た
労
働
者
を

重
視
」（
七
・
○
％
）
を
あ
わ
せ
た
「
選
抜
重

視
」
の
考
え
方
は
四
一
・
二
％
（
前
回
、
四

一
・
八
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

正
社
員
以
外
で
は
、「
全
体
重
視
」
の
考
え

方
は
五
四
・
○
％
（
前
回
、五
一
・
九
％
）、「
選

抜
重
視
」
は
四
三
・
三
％
（
前
回
、
四
四
・

三
％
）
と
な
る
。
正
社
員
、
正
社
員
以
外
と

も
、全
体
を
底
上
げ
す
る「
全
体
重
視
」の
考

え
方
が
前
回
調
査
よ
り
少
し
増
加
し
て
い
る
。

今
後
三
年
間
の
能
力
開
発
へ
の 

支
出
は
増
加
傾
向
に

　

次
に
、
企
業
が
支
出
し
た
労
働
者
一
人
当

た
り
の
教
育
訓
練
費
を
み
る
。
過
去
三
年
間

（
一
〇
年
度
―
一
二
年
度
）
に
Ｏ
Ｆ
Ｆ
―
Ｊ

Ｔ
に
支
出
し
た
費
用
は
、「
増
加
し
た
」（
二

一
・
五
％
）、「
増
減
な
し
」（
三
三
・
七
％
）、「
減

少
し
た
」（
九
・
六
％
）
と
な
る
。
一
方
、
今

後
三
年
間
（
一
三
年
度
―
一
五
年
度
）
に
支

出
す
る
費
用
は
、「
増
加
す
る
」（
三
〇
・
四
％
）、

「
増
減
な
し
」（
三
五
・
二
％
）、「
減
少
す
る
」

（
二
・
八
％
）
と
な
る
。
過
去
三
年
間
の
実

績
と
今
後
三
年
間
の
見
通
し
を
比
べ
る
と
、

Ｏ
Ｆ
Ｆ
―
Ｊ
Ｔ
は
今
後
三
年
間「
増
加
す
る
」

と
回
答
し
た
企
業
割
合
（
三
〇
・
四
％
）
は
、

過
去
三
年
間
「
増
加
し
た
」
と
す
る
企
業
割

合
（
二
一
・
五
％
）
を
八
・
九
ポ
イ
ン
ト
上

回
る
。

　

同
様
に
、
自
己
啓
発
支
援
に
対
す
る
支
出

を
み
て
も
、
過
去
三
年
間
は
、「
増
加
し
た
」

（
一
六
・
一
％
）、「
増
減
な
し
」（
二
九
・
二
％
）、

「
減
少
し
た
」（
五
・
〇
％
）
と
な
る
。
一
方
、

今
後
三
年
間
は
、「
増
加
す
る
」（
二
七
・
九
％
）、

「
増
減
な
し
」（
二
九
・
〇
％
）、「
減
少
す
る
」

（
一
・
〇
％
）
と
な
る
。
実
績
と
見
通
し
を

比
べ
る
と
、
自
己
啓
発
支
援
が
今
後
三
年
間

で
「
増
加
す
る
」
と
回
答
し
た
企
業
割
合
（
二

七
・
九
％
）
は
、過
去
三
年
間
「
増
加
し
た
」

と
す
る
企
業
割
合
（
一
六
・
一
％
）
を
一
一
・

八
ポ
イ
ン
ト
上
回
る
。

　

正
社
員
以
外
で
み
て
も
、
Ｏ
Ｆ
Ｆ
―
Ｊ
Ｔ
、

自
己
啓
発
支
援
と
も
に
、今
後「
増
加
す
る
」

と
回
答
し
た
企
業
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

　

厚
労
省
担
当
者
は
、「
景
気
の
回
復
傾
向
も

あ
り
、
人
材
育
成
に
力
を
入
れ
始
め
た
企
業

の
姿
勢
が
、
数
値
に
あ
ら
わ
れ
た
の
で
は
な

い
か
」
と
み
て
い
る
。

事
業
所
調
査

　

一
二
年
度
に
正
社
員
に
Ｏ
Ｆ
Ｆ
―
Ｊ
Ｔ
を

実
施
し
た
事
業
所
は
六
九
・
九
％
（
前
回
、

六
九
・
七
％
）
と
な
っ
た
。
産
業
別
に
み
る

と
、
電
気
・
ガ
ス
・
熱
供
給
・
水
道
業
（
九

四
・
八
％
）、金
融
業
、保
険
業（
九
二
・
二
％
）

で
高
く
、
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
業
、
娯
楽
業

（
四
六
・
○
％
）
で
低
く
な
る
。
規
模
別
に

み
る
と
、「
一
○
○
―
二
九
九
人
」（
七
三
・

一
％
）、「
三
○
○
―
九
九
九
人
」（
八
二
・

三
％
）、「
一
○
○
○
人
以
上
」（
八
六
・
○
％
）

ト
ピ
ッ
ク
ス

能
力
開
発

1

企
業
が
能
力
開
発
に
支
出
す
る
費
用
が
上
昇
の
見
込
み
―
―
厚
労
省
調
査
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と
、
企
業
規
模
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
、
実
施

率
が
高
く
な
る
。

　

一
方
、
正
社
員
以
外
に
Ｏ
Ｆ
Ｆ
―
Ｊ
Ｔ
を

実
施
し
た
事
業
所
は
三
四
・
一
％
（
前
回
、

三
四
・
七
％
）
と
な
り
、
正
社
員
の
半
分
程

に
と
ど
ま
る
。
産
業
別
で
は
、
金
融
業
、
保

険
業
（
五
九
・
○
％
）、
複
合
サ
ー
ビ
ス
事

業
（
五
八
・
四
％
）
で
高
く
、生
活
関
連
サ
ー

ビ
ス
業
、
娯
楽
業
（
一
八
・
三
％
）
で
低
く

な
る
。
規
模
別
で
は
、
正
社
員
同
様
、
規
模

が
大
き
く
な
る
ほ
ど
、
実
施
率
が
高
く
な
る

が
、
い
ず
れ
の
企
業
規
模
で
も
正
社
員
よ
り

低
く
な
る
。

事
業
所
の
七
割
が
人
材
育
成
に
課
題

　

能
力
開
発
や
人
材
育
成
に
関
し
て
「
問
題

が
あ
る
」と
回
答
し
た
事
業
所
は
七
○
・
七
％

に
の
ぼ
り
、
前
回
（
六
八
・
七
％
）
よ
り
二
・

○
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
た
。

　

問
題
と
な
る
内
容
（
複
数
回
答
）
は
、「
指

導
す
る
人
材
が
不
足
し
て
い
る
」（
五
一
・

五
％
）
が
も
っ
と
も
多
く
、
以
下
、「
人
材
育

成
を
行
う
時
間
が
な
い
」（
四
六
・
○
％
）、「
人

材
を
育
成
し
て
も
辞
め
て
し
ま
う
」（
四
○
・

六
％
）、「
鍛
え
が
い
の
あ
る
人
材
が
集
ま
ら

な
い
」（
二
八
・
三
％
）、「
育
成
を
行
う
た
め

の
金
銭
的
余
裕
が
な
い
」（
二
○
・
七
％
）
が

続
く
。

三
分
の
二
の
事
業
所
が
自
己
啓
発
を
支
援

　

正
社
員
の
自
己
啓
発
に
対
し
て
「
支
援
し

て
い
る
」
事
業
所
は
六
六
・
二
％
（
前
回
、

六
六
・
九
％
）
と
な
る
。
産
業
別
に
み
る
と
、

金
融
業
、
保
険
業
（
九
八
・
六
％
）、
電
気
・

ガ
ス
・
熱
供
給
・
水
道
業
（
九
六
・
三
％
）

で
高
く
、
宿
泊
業
、
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
（
四

八
・
一
％
）、
教
育
、
学
習
支
援
業
（
五
六
・

三
％
）
で
低
く
な
る
。
規
模
別
で
は
、「
一
○

○
―
二
九
九
人
」（
六
一
・
六
％
）、「
三
○
○

―
九
九
九
人
」（
七
四
・
六
％
）、「
一
○
○
○

人
以
上
」（
八
二
・
九
％
）
と
規
模
が
大
き
く

な
る
ほ
ど
支
援
割
合
が
高
く
な
る
。
支
援
内

容
（
複
数
回
答
）
は
、「
受
講
料
な
ど
の
金
銭

的
援
助
」（
八
三･

一
％
）
が
も
っ
と
も
多
く
、

「
教
育
訓
練
機
関
、
通
信
教
育
等
に
関
す
る

情
報
提
供
」（
五
二
・
三
％
）、「
社
内
で
の
自

主
的
な
勉
強
会
等
に
対
す
る
援
助
」（
四
○
・

六
％
）
が
続
く
。

　

一
方
、
正
社
員
以
外
の
自
己
啓
発
に
対
し

て
は
、「
支
援
し
て
い
る
」
事
業
所
は
四
二･

二
％
（
前
年
、
四
一
・
三
％
）
と
な
る
。
産

業
別
で
は
、
複
合
サ
ー
ビ
ス
事
業
（
八
六
・

六
％
）、
金
融
業
、
保
険
業
（
八
○
・
○
％
）

で
高
く
、教
育
、学
習
支
援
業（
三
〇
・
六
％
）

で
低
く
な
る
。
支
援
内
容
（
複
数
回
答
）
は
、

正
社
員
同
様
、「
受
講
料
な
ど
の
金
銭
的
援

助
」（
七
○
・
三
％
）
が
最
多
と
な
る
。

事
業
所
の
三
割
が
技
能
継
承
に 

問
題
を
抱
え
る

　

団
塊
の
世
代
の
退
職
な
ど
に
よ
り
、
技
能

継
承
に
問
題
が
あ
る
事
業
所
は
三
○
・
二
％

と
な
り
前
回
（
二
七･

九
％
）
よ
り
二
・
三

ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
い
る
。
産
業
別
に
み
る

と
、
建
設
業
（
五
六
・
二
％
）、
製
造
業
（
四

八
・
○
％
）
な
ど
で
指
摘
割
合
が
高
く
な
る
。

　

技
能
継
承
の
問
題
に
対
し
て
、
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
事
業
所
は
八
○
・
○
％
（
前

回
、七
七
・
九
％
）
と
な
る
。
そ
の
内
容
（
複

数
回
答
）
は
、「
退
職
者
の
中
か
ら
必
要
な
者

を
選
抜
し
て
雇
用
延
長
、
再
雇
用
し
、
指
導

者
と
し
て
活
用
し
て
い
る
」（
六
○
・
四
％
）

が
も
っ
と
も
多
く
、「
中
途
採
用
を
増
や
し
て

い
る
」（
三
一
・
九
％
）、「
新
規
学
卒
者
の
採

用
を
増
や
し
て
い
る
」（
二
四
・
八
％
）、「
技

能
継
承
の
た
め
の
特
別
な
教
育
訓
練
に
よ
り
、

若
手
・
中
堅
層
に
技
能
等
伝
承
し
て
い
る
」

（
二
○
・
三
％
）
が
続
く
。

個
人
調
査

　

一
二
年
度
に
Ｏ
Ｆ
Ｆ
―
Ｊ
Ｔ
を
受
け
た
割

合
は
、
正
社
員
で
四
四
・
九
％
（
前
回
、
三

九
・
二
％
）、
正
社
員
以
外
で
は
一
八
・
九
％

（
前
回
、
一
八
・
六
％
）
と
な
る
。
延
べ
受

講
時
間
は
、
正
社
員
の
最
多
が
、「
一
○
―
二

○
時
間
未
満
」
二
七
・
七
％
（
前
回
、
二
五
・

六
％
）、
正
社
員
以
外
は
、「
五
時
間
未
満
」

四
一
・
二
％
（
同
三
三
・
五
％
）
が
最
多
と

な
る
。

　

受
講
し
た
Ｏ
Ｆ
Ｆ
―
Ｊ
Ｔ
の
役
立
ち
度
を

み
る
と
、
正
社
員
で
は
「
役
に
立
っ
た
」
が

五
一
・
三
％
、「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
役
に

立
っ
た
」
が
四
三
・
五
％
と
な
り
、
肯
定
的

意
見
が
九
四
・
八
％
と
圧
倒
的
多
数
を
占
め

た
。

　

正
社
員
以
外
で
も
、「
役
に
立
っ
た
」
が
五

七
・
七
％
、「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
役
に
立
っ

た
」
が
三
六
・
四
％
と
肯
定
的
意
見
が
九
四

･

一
％
に
達
し
た
。

自
己
啓
発
す
る
労
働
者
は
前
回
よ
り
減
少

　

一
二
年
度
に
自
己
啓
発
を
お
こ
な
っ
た
者

は
、
正
社
員
で
四
四
・
三
％
（
前
回
四
七
・

七
％
）、
正
社
員
以
外
で
は
一
七
・
三
％
（
同

二
二
・
一
％
）
と
な
り
、
正
社
員
、
正
社
員

以
外
と
も
に
前
回
よ
り
減
少
し
て
い
る
。
自

己
啓
発
の
延
べ
受
講
時
間
は
、正
社
員
で「
一

○
―
三
○
時
間
未
満
」（
三
四
・
八
％
）が
も
っ

と
も
多
く
、
正
社
員
以
外
で
も
同
じ
く
、「
一

○
―
三
○
時
間
未
満
」（
二
四
・
九
％
）
が
最

多
と
な
る
。

　

自
己
啓
発
の
実
施
方
法
（
複
数
回
答
）
は
、

正
社
員
で
は
、「
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
、
専
門
書
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
に
よ
る
自
学
、
自

習
」（
四
六
・
六
％
）
が
も
っ
と
も
多
く
、「
社

内
の
自
主
的
な
勉
強
会
、
研
究
会
へ
の
参

加
」（
二
九
・
五
％
）、「
民
間
教
育
訓
練
機
関

の
講
習
会
、
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加
」（
二
三
・

四
％
）
が
続
く
。
正
社
員
以
外
で
も
、
ト
ッ

プ
は
「
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
、
専
門
書
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
に
よ
る
自
学
、
自
習
」（
四

四
・
五
％
）
で
、
そ
れ
以
下
も
、
正
社
員
と

同
様
の
傾
向
を
示
す
。
な
お
、
費
用
補
助
を

受
け
た
者
は
、
正
社
員
で
は
四
六
・
八
％
と

半
分
近
く
に
達
す
る
も
の
の
、
正
社
員
以
外

で
は
三
二
・
○
％
で
、
三
人
に
一
人
の
割
合

に
と
ど
ま
る
。

自
己
啓
発
の
課
題
は
時
間
的
余
裕

　

一
方
、
自
己
啓
発
に
何
ら
か
の
問
題
が
あ

る
と
す
る
者
は
、
正
社
員
で
は
七
八
・
四
％

（
前
回
、
七
九
・
四
％
）、
正
社
員
以
外
で

は
六
九
・
七
％
（
同
七
二
・
七
％
）
と
な
る
。

そ
の
内
容
（
複
数
回
答
）
は
、
正
社
員
で
は
、

「
仕
事
が
忙
し
く
て
自
己
啓
発
の
余
裕
が
な

い
」（
五
八
・
一
％
）
が
も
っ
と
も
多
く
、「
費

用
が
か
か
り
す
ぎ
る
」（
三
二
・
二
％
）、「
ど

の
よ
う
な
コ
ー
ス
が
自
分
の
め
ざ
す
キ
ャ
リ

ア
に
適
切
な
の
か
わ
か
ら
な
い
」（
一
九
・

九
％
）
が
続
く
。
一
方
、
正
社
員
以
外
で
は
、

「
仕
事
が
忙
し
く
て
自
己
啓
発
の
余
裕
が
な

い
」（
三
六
・
○
％
）
が
最
多
で
、以
下
は
「
家

事
・
育
児
が
忙
し
く
て
自
己
啓
発
の
余
裕
が

な
い
」（
三
三
・
七
％
）、「
費
用
が
か
か
り
す

ぎ
る
」（
三
〇
・
一
％
）、「
ど
の
よ
う
な
コ
ー

ス
が
自
分
の
め
ざ
す
キ
ャ
リ
ア
に
適
切
な
の

か
わ
か
ら
な
い
」（
一
九
・
九
％
）
と
な
る
。

（
調
査
・
解
析
部
）


